
平成３０年度 江南市社会教育委員会兼江南市公民館運営審議会に関する議事録 

 

● 日時 平成３０年５月２８日（月） 午前１０時～１１時３０分 

 

● 場所 江南市防災センター 防災セミナー室 

 

● 出席者 出席委員１２名 

伊藤 鶴𠮷  （学校法人聖英学園名誉理事長） 

鷹見 孝子  （少年補導委員） 

高田 和明  （江南市校長会代表） 

神谷 文子  （公民館フェスタ実行委員） 

伊藤 由香  （愛知江南短期大学学長） 

佐藤 美恵子 （江南市文化協会会長） 

滝  滋   （江南市文化協会顧問） 

石井 雅彦  （江南市体育協会副会長） 

駒田 庸   （江南市スポーツ推進委員会会長） 

河合 正猛  （江南市スポーツ少年団本部長） 

谷田 潔   （江南市文化財保護委員） 

尾関 昭   （江南市議会厚生文教委員長） 

 

 

欠席委員  

熊崎 規恭  （江南市校長会代表） 

岡村 直樹  （江南市校長会代表） 

加藤 雅子  （江南市ＰＴＡ連合会会長） 
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議題（１）平成２９年度生涯学習事業実績について説明をお願いしま

す。 

 

平成２９年度生涯学習事業実績について説明 

公民館事業実績、生涯学習課関連の機構改革についても報告 

 

ただいま、平成２９年度生涯学習事業実績について説明がありました

が、何かご意見・ご質問があればお願いします。 

  

コミュニティ・スポーツ祭、宮田小学校区ですが、実際は雨だったの

で運動場及び周辺は使わずに体育館で開催しました。 

 

公民館活動についてですが、会館日数は１年３６５日、無休かと思い

ましたが３５８日となっています。正月とお盆が休みなのですか。 

 

年末年始、１２月２９日から１月４日までをお休みとさせていただい

ています。 

 

よもやま塾ですが、講座数はたくさんありますね。４０か５０あると

思います。実績で上がっているのは１２講座のみなので、市民の皆さん

に周知をする必要があると思います。 

男女共同参画セミナー、受講者数が少ないですが、どんな方を対象に

やっているのですか。 

 

広く市民を対象に、広報で募集をしていました。 

 

せっかく講師の方に来ていただいているのに、周知が足りない。写真

を見ても寂しいです。 

学校グラウンドの夜間開放、３月から１１月までを開放しているが、

これ以外の期間はなぜ開放しないのですか。開放してほしいという要望

はあるが、開放しない理由は何ですか。 

 

平成２９年度におきましては、冬季の部分については、学校のグラン

ドの利用を控えていましたが、今年度からは年間通して開放します。 

 

平成３０年度からは年間通して開放するということですね。 

公民館活動の実績ですが、平成２８年度や２７年度はどうだったので
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すか。過去数年の実績を載せてもらえると、公民館活動が実際に活発に

なっているのかどうかがわかります。 

 

記載の仕方については検討いたしまして、今年度は難しいですが来年度

から考え直していきたいと思います。 

 

前年度、前々年度のデータがわかるようにすると良いと思います。 

 

子ども読書活動について、読書通帳は他所の地区ではない取り組みか

と思いますが、他所の市と比べたことはありますか。他と比べることで、

江南市で子どもの読書活動が推進されているかどうかわかるのではない

ですか。 

 

「ふじかちゃんこども読書通帳」については、新１年生に配付をし、学校

では啓発の手段として使っている部分もあります。他の学校、他の市町

と読書率がどうなったか比べるのは難しいと思います。ただし、低学年

ですと絵本だとか何でも１冊に数えますし、高学年だと単行本になって

いくのではないかと思います。学年での傾向の比較は読書通帳の冊数で

比較はできますが、他の学校や地区と比べられる資料は持ち合わせてお

りません。 

 

小学校の１年生で、１年間で２５００冊読んだクラスがあります。高

学年になってくると１年生のようにはいかず冊数が減ってきます。 

 

低学年だと、絵本でも、家で読んだ本でも、借りた本でも１冊になり

ます。低学年については本に親しむということで数は多いです。高学年

になってくると冊数が減るという傾向はやむを得ないのではないかと思

います。 

 

子どもが活字に親しむという機会は少なくなっているように感じま

す。そういった傾向が良い方向に向かえば良いと思います。 

 

 

 他に質疑もないようですので、議題（１）を終わります。 

続いて議題（２）平成３０年度生涯学習事業施策について説明をお願

いします。 
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平成３０年度生涯学習事業施策について説明 

公民館事業予定についても報告 

 

ただいま、平成２９年度生涯学習事業実績について説明がありました

が、何かご意見・ご質問があればお願いします。 

 

小学校・中学校においては、とりわけ家庭教育の推進、青少年の健全

育成といったところで大きく関わってきます。私は、子どもたちが将来、

江南市やもっと広い範囲で活躍できるようになってほしいと思ってい

て、そういった子どもたちに、将来を見据えて、憧れや夢を持ってもら

いたいです。その中で、家庭や地域の皆様には、手本になるような、憧

れになるような存在であってほしいと思いますし、江南市がそういう姿

を見せていけることが好ましいと思います。小学校も中学校も、地域の

人に見守りをしていただきながら、安心安全な登下校ができていますし、

様々な行事において、運動会の準備や片付けに多くの地域の方に参加し

ていただいています。子どものためにがんばっている親の姿を見せるこ

とが、これからの教育にとって大事だと思いますので、今回提案いただ

いた内容について、学校側としても、予算の許す限り子どものために取

り組んでいきたいと思います。 

 

地域の方のご支援・ご協力が欠かせないという話で、学校教育として

はコミュニティスクール、学校運営協議会を設置して、来年度は全校が

地域の方を交えた学校運営協議会を設置させていただいて、皆の力で学

校を作っていこうとしています。運動会をはじめとして色んな部分で地

域の方に支えていただいています。既に地域の支援をいただいている学

校も多々ありますので、親の姿を子どもたちに見せる場面はあるのでは

ないかと思いますし、これからもそういう方向で各学校にお願いをして

いきたいと考えています。 

 

江南市図書館基本計画の策定について、補足説明をさせていただきた

く思います。新聞の記事でも発表されているところですが、策定委員会

を開催し、名鉄布袋駅東に新設予定の複合公共施設内に図書館を移設す

る方向で考えています。現在の図書館は、延べ面積が９６２㎡、蔵書数

が約１２万冊で、県の中を見ても手狭な図書館です。どこかで新しい図

書館を作るために基金の積み立てを行っており、今回は財源的に半分、

国の交付金を受けられるのではないかということで、布袋駅東への図書

館の委託を計画しました。新図書館の建設については、策定委員会を通

じて、どういった図書館にしていくかということを計画していきますの
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で、よろしくお願いいたします。 

 

他に質疑もないようですので、この議題（２）については、この程度

とさせていただきます。 

続きまして議題（３）意見交換に移ります。江南市の生涯学習につい

て、ご意見をお聞きしたいと思いますので、これからの生涯学習事業の

振興・発展について、ご自由に発言をお願いします。 

 

昨年度までＰＴＡ会長をしていたのですが、市の連合会活動は、役員

の中では情報共有があるのですが、役員でないと動きが共有できなかっ

た部分がありました。そういった風通しを良くしてもらえないでしょう

か。 

 

江南市ＰＴＡ連合会、市内１５校のＰＴＡが集まる組織があるのです

が、全部のＰＴＡ会長さんが役員として所属はしないので、いろんな会議

があってもそこだけで終わってしまうという状況にあります。生涯学習課

は、補助金を出して連合会の活動を支援していて、研修視察に主に使われ

ているのではないかと思います。研修視察の折には各会長さんに参加して

いただいていると思いますが、生涯学習課としては、補助はするけれども

口出しはできない部分があります。今年度は古知野東小学校が連合会の会

長になります。校長会とは関係する部分がありますので、連合会での情報

を各学校へ提供できるよう話をしたいと思います。ご意見として賜りま

す。 

 

範囲が広すぎて、ここまで多くのことを扱っていると、何をすれば良

いのか分からなくなるのではないですか。これだけ多くの事業があって、

一つ一つにきちんと効果があるのか、疑問に思います。公民館の活動に

ついても、子どもや保護者の望むものができているのか不思議に思いま

す。どういう基準でこういった講座を開いているのですか。フィードバ

ックを得て、アンケートなどの回答を元に運営していると思うのですが

いかがですか。 

 

公民館の子ども学級については、館長が各館にいますので、講師の関

係も含めて各公民館が企画をして、各小学校を通じて案内、募集、集約

をし、多ければ抽選を行っています。内容については館長に一任してい

ます。 
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公民館には活動を行うサークルがいます。子ども学級が始まった当初

は、土曜日に学校が休みになるので、サークルの人で講師になってくだ

さる方を呼び掛けました。当初は学級の数がもっと多く色々なものがあ

り、参加者が少ないところは館長から継続の確認を行っていました。そ

の流れを汲んで今の子ども学級があります。 

 

講師の方の中にもサークルを行っている人はいると思いますが、現在

は館長の企画力で運営していると認識しています。 

土曜日はスポーツ少年団の活動、子ども学級、学校教育では子ども土

曜塾で学習を行ったり、家庭で過ごしたり、色んな活動をする時間帯に

なっています。子どもの取り合いになっている部分もあるかもしれませ

んが、生涯学習課としてはこういった企画をして、土曜日の活動ができ

る場を提供しています。 

 

中学生の部活動が見直されるようになっています。江南市では、小学

生はスポーツ少年団、高校は部活動でバドミントンがありますが、中学

校はありません。中学生がバドミントンに取り組めるようにしていただ

きたい。 

 

部活動については、学校教育の分野に入ってきます。昔は中学校にも

バドミントン部があった時代もあります。しかし体育館のエリアにも限

りがあり、他の種目も含めてどう利用するか、指導者の問題もあり、職

員数や生徒数の関係もあって、バドミントン部がなくなった経緯がある

と思います。種目の設定は学校にお任せしています。生徒数、男女比の

問題もありますし、フルタイムで活動するのは難しいです。様々な状況

の中で、教育活動の一環として、自分の学校がどういった部活動を行っ

ていくのか、職員で議論をしながら、どう指導をできるかという部分で

決めていると思います。バドミントンをやりたい子どもは、中学校の部

活動になければ、総合型地域スポーツクラブや民営のクラブへ通うこと

があっても良いかと思います。 

 

他にご意見もないようですので、議題（３）意見交換を終わります。

続きましてその他について、事務局から説明をお願いします。 

 

・丹葉地区社会教育委員研修会、事例発表について 

・東海北陸社会教育研究大会岐阜大会について 

・愛知・地域づくり研究大会について 

 



  

≪平成３０年度 江南市社会教育委員会 

   兼江南市公民館運営審議会 終了≫ 

 

 


